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国立歴史民俗博物館共同研究員取扱細則 

 

平成 20年 10月 28日 
歴 博 規 第  ７０号 

 （趣旨） 

第１条 この細則は、人間文化研究機構共同研究員規程（平成１６年１１月１５日人間文 
化研究機構規程第６３号）第１０条の規定に基づき、国立歴史民俗博物館（以下「博

物館」という。）における共同研究員の受入れに関し、必要な事項を定める。 
（定義） 

第２条 共同研究員とは、博物館の研究計画に基づく共同研究及び各種事業（以下「共同

研究等」という。）に参加し、博物館の研究教育職員と共同して研究を行う館外研究者を

いう。 

 （資格） 

第３条 共同研究員として受け入れることのできる者は、大学その他の研究機関に勤務す

る研究者若しくは、これと同等の研究能力を有する研究者で、研究内容が博物館の共同

研究として優れた研究成果を期待できる者とする。 

 （委嘱） 

第４条 共同研究員は、国立歴史民俗博物館運営会議の議を経て、館長がこれを委嘱する。 

 （施設等の利用） 

第５条 共同研究員は、当該共同研究等のために、博物館内の施設、設備及び文献その他

の資料等を利用することができる。 

 （知的財産等の取扱い） 

第６条 共同研究等における知的財産等の取扱いは、人間文化研究機構知的財産規則によ

るものとする。 

  （その他） 

第７条 この細則に定めるもののほか、共同研究員の受入れに関し必要な事項は、館長が

別に定める。 

   

附 則 

 この細則は、平成２０年１１月１日から施行する。 


